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班員 山本有造 古屋哲夫 水野直樹 安富歩
山室信一 (以上所内) 井村哲郎 (アジア研 ･図書
資料部) 岡田英樹 (立命館大 ･文) 奥村弘 (神
戸大 ･文) 副島昭一 (和歌山大 ･経) 酋相成雄
(大阪外大 ･外国語) 松野周治 (立命館大 ･経)

























班員 佐々木克 飛鳥井雅道 落合弘樹 塚本明
藤井譲治 山本有造 (以上所内) 青山忠正 (大阪
商人) 池田宏 (滋賀県立図書館) 井上章一 園
田英弘 (以上日文研) 今西 一一(小棒商大) 鈴
木祥二 (立命館大) 奥村弘 (神戸大) 小股憲明
(大阪女子大) 高久嶺之介 (同志社大) 谷l正
追 (天理大) 高木博志 (北海道大) 辻 ミチ子
(京都文化短大) 辻本雅史 (甲南女子大) 原田
敬一-(仏教大) 平田由美 (大阪外人) 薮田貫
(関西人) 勝部真人 (大阪教育大付高) 手島- 一
雄 (立命大大学院) 三沢純 (広島大大学院)
1992年
1月24日 し尿問題をめぐる都市と農村 原田
2月7日 幕末 ･維新期の外圧と民衆 谷山























班員 佐々木克 飛鳥井雅道 落合弘樹 塚本明
藤井譲治 (以上所内) 青山忠正 (大阪商業大)
池田宏 (滋賀県立図書館) 奥村弘 (神戸大) 小
股憲明 (大阪女子大) 勝部真人 (大阪教育大付
高) 鈴木祥二 (立命館大) 鈴木栄樹 (京都薬
大) 谷山正道 (天理大) 辻ミチ子 (京都文化短





























班員 ジョージ･エリソン 塚本明 冨永茂樹
藤井譲治 賓谷邦夫 横山俊夫 (以上所内) 松田
活 (教養部) 梶山雅史 (岐早大) 白幡洋三郎
(日文研) 辻本雅史 (甲南女子大) 探揮一幸
(大阪大) 三浦国雄 (大阪市大) 三浦秀一 (東



















班員 古屋哲夫 石川禎治 落合弘樹 藤井譲治
水野直樹 安富歩 山室信一 山本有造 横山俊夫
(以上所内) 筒井活忠 松尾尊充 (以上文学部)
秋定嘉和 (池坊短大) 伊藤之雄 (名古屋大) 奥
村弘 (神戸大) 尾崎ムゲン (大阪文子大) 掛谷
幸平 (立命館大) 桂川光正 (大阪産業大) 木坂
順一郎 (竜谷大) 呉宏明 (精華大) 小泉洋 (六
甲高校) 小路田泰直 (奈良女子大) 斎藤勇 (餐
知大学) 里上竜平 (桃谷高校) 須崎慎一 鈴木
正幸 (以上神戸大) 武邦保 (同志社女子大) 田
中真人 (同志社大) 永井和 (立命館大) 福井直
























班員 古屋哲夫 飛鳥井雅道 落合弘樹 斎藤希
史 佐々木克 塚本明 藤井譲治 水野直樹 安富



























班員 藤井譲治 塚本明 (以上所内) 柚田善雄
(京大研修員) 宇佐美英機 (京都橘女子大) 藤




















































班員 飛鳥井雅道 宇佐美密 大浦康介 落合弘
樹 佐々木克 鈴木啓司 富永茂樹 藤田隆則 斎
藤希史 (以上所内) 池田浩士 加藤幹郎 木村崇
三原弟平 若島正 松田清 (以上教養部) 生田美
智子 米井力也 (金蘭短大) 須田千里 (光華女子
大) 谷川恵一 (高知大) 林完枝 (大阪市大)
平田由美 藤元優子 松村耕光 (以上大阪外大)


















た｡なお成果報告書は1993年2月に 『家族 ･世帯 ･
家門一工業化以前の世界から』 と題 して, ミネル
ヴァ書房より刊行される予定である｡
班員 前川和也 佐々木博光 田中雅一 富永茂
樹 横山俊夫 (以上所内) 美馬進 (文学部) 川
島昭夫 (総合人間学部) 阿河雄二郎 南川高志
(以上大阪外大) 井上浩一 大黒俊二 (以上大阪
市大) 江川温 川北稔 (以上大阪大) 川本正知
(奈良産業大) 小山哲 (島梶大) 鈴木利幸 (神
戸大) 田中峰雄 (甲南大) 波多野敏 (京都学園













平田 律 した様々な ｢身分｣の展開に関する個別の具体的
10月28日 歴史家に提遺された歴史 木村 な報告が行われた0










(以上所内) 服部良久 夫馬進 (文学部) 川島
昭夫 (総合人間学部) 阿河雄二郎 南川高志 (以
上大阪外大) 井上浩一 大黒俊二 (以上大阪市
大) 江川温 川北稔 (以上大阪大) 川本正知
(奈良産業大) 小山哲 (島梶大) 鈴木利幸 (棉
戸大) 田中峰雄 (甲南大) 波多野敏 (京都学園







6月2日 イギ リスの路 上 労働 者 と Street
cnes 川島
16日 三身分論と社会人体論 江川
23日 近世 ロンドンの居住パ ターンー身








20日 説教 史料 にみる職業 と身分-Beト
tholdYonRegensburgの場合 大黒
























班員 山下正男 井狩禰介 (以上所内) 足立幸
男 (教養部) 阿部昌樹 川浜昇 田中成明 山本
報
克己 中山竜一 (以上法学部) 浜野研≡ (文学
那) 今井弘道 (北大) 植松秀雄 江口三角 (以
上岡山大) 亀本洋 (金沢大) 玉木秀敏 (大阪学
院大) 服部高宏 (国学院大) 平井亮輔 (京都工
繊大) 平野仁彦 (三重大) 深田三徳 (同志社
大) 松浦好治 (大阪大) 森際康友 (名古屋大)





























班員 山下正男 井狩禰介 (以上所内) 足立幸
男 (総合人間学部) 川浜昇 田中成明 中山竜一
山本敬三 山本克己 (以上法学部) 浜野研三 (文
学部) 阿部昌樹 (大阪市大) 今井弘道 (北大)
植松秀雄 江口三角 (以上岡山大) 亀本洋 (金沢
大) 玉木秀敏 (大阪学院大) 服部高宏 (国学院
大) 平井亮輔 (京都工繊大) 平野仁彦 (三重
-201-
人 文
大) 深田三徳 (同志社大) 松浦好治 (大阪大)
森際康友 (名古屋大) 山本顕治 (滋賀大) 若松
良樹 (東和大) アスキュー･デイビッド 植木-



















12月11日 公共政策における ｢正義｣ 足立













班員 阪上孝 富永茂樹 大浦康介 光永雅明
水嶋-憲 (以上所内) 浅田彰 (経済研) 木崎喜
代治 田中秀夫 (以上経済学部) 服部春彦 小川
伸彦 (以上文学部) 石井≡記 (和歌山医大) 市
田良彦 (大阪女子大) 小西嘉幸 小林道夫 (大阪
市大) 小林清一 (滋賀短大) 西川長夫 (立命館





























班員 田中雅一 井狩禰介 佐々木博光 鈴木啓
司 谷 泰 富永茂樹 藤田隆則 (以上所内) 菅
原和孝 (総合人間学部) 青木恵理子 (民族学振興
会) 阿部泰朗 (大手前女子大) 大越愛子 (近畿
大) 大塚和夫 (都立大) 小田亮 (桃山学院)
春日直樹 (奈良大) 川村邦光 松村一男 (以上天
理大) 栗本英世 小長谷有紀 田辺繁治 吉田憲
司 (以上氏博) 滝口直子 (大谷大) 長嶋佳子
(大阪学院大) 松田素二 (大阪市大) 三浦耕吾















3月9日 サムサム (タイ ･スピーキング ･ム
スリム)による支配文化の受容 と抵
抗 :マ レーシアとタイの比較 西井




谷 ･大越 ･栗本 ･田中
6月1日 儀礼 的動物殺 し :フォーク ･イン
タープリテ-ションとして 谷
6月15日 精霊悠依 と暴力 田辺




9月21日 文学 を通 してみるサ ドマゾヒズム
鈴木
10月5日 文化相対主義 と暴力 :文化の翻訳と
エスノセントリズム 小田
10月19日 儀礼化 される暴力 :危機 と悪霊の政
治人類学 栗本
11月16日 ギリシャ悲劇の暴力性 と女性像 :女
による暴力と女への暴力 松村
11月30日 ルイの身体 :あるいは王殺 しの衰退
について 富永
12月7日 儀礼的暴力としてのジハー ド 大塚
12月21日 追放 された村長 :チェワ社会におけ
る邪術 吉田










班員 谷 泰 田中雅一 藤田隆則 (以下所内)
細馬宏通 (理学部) 菅原和孝 (教養部) 北村光
二 (弘前大) 木村大治 (福井大) 串田秀也 (餐
媛大) 高畑由起夫 (鳴門教育大) 野村直樹 (名
古屋女子商科大) 津田昌人 (山口大) 野村雅一
(国立民族学博物館) 早木仁成 (神戸学院大)
深尾葉子 (大阪外大) 水谷雅彦 (神戸大) 宮脇
草生 (大阪府立大)
1992年


































班員 大浦康介 宇佐美蔚 斎藤希史 鈴木啓司
(以上所内) 田口紀子 吉田城 (以上文学部)
多賀茂 (総合人間学部) 東宏治 (同志社大) 石
田英敬 (東衷大) 大石雅彦 (同志社大) 小西嘉
辛 (大阪市大) 小山俊輔 (立命館大) 丹治恒次
那 (関西学院大) ピェ-ル ･ドゥヴオー (甲南女

















































班員 井狩禰介 荒牧典俊 船山徹 山下正男
(以上所内) 徳永宗雄 御牧克巳 (以上文学部)
赤松明彦 (九州大) 永ノ尾信悟 土田龍太郎 横
地倭子 (以上東京大) 榎本文雄 (華頂短大) 狩
野恭 黒田泰司 八木徹 (以上大阪学院短大) 後
藤敏文 後藤純子 藤井正人 (以上大阪大) 島岩
(金沢大) 正信公章 渡瀬信之 (以上東海大)
高島淳 (東外大AA研) 竹中智泰 (常葉学園大)
中谷英明 (神戸学院大) 林隆夫 (同社大) 弘田
弘道 (愛知学院大) 矢野道雄 (京都産大) 松田





















































































門の諾注を田中 淡 ･宮島一彦 ･楼井謙介 ･相川佳



















秦漢惰唐の文物資料 班長 砺波 護
本研究班では昨年に引き続き,隔週水曜日の研究
会で出土文物に関する班員の研究発表が行われた｡





















客 員 部 門










班員 山田慶見 荒井健 井狩禰介 宇佐美斎
大浦康介 阪上孝 佐々木克 佐々木博光 鈴木啓
司 田中雅一 谷泰 富永茂樹 藤田隆則 前川和
也 光永雅明 山室信一 (以上所内) 水嶋一意
1992年


























































































鈴木 啓司 10日 群衆が動くとき-フランス革命祭典
藤田 隆別 への道一 阪上 孝










11日 中国の近代化と越境現象 森 時彦
漂流する小説 斎藤 希史














































中 ･太平洋戟争期を中心に一 安富 歩
唯識思想研究 船山 徹 (小説)の冒険一政治小説とその華訳をめぐって一


























































































･梅原 郁教授 (東方部)は, 5月23日成田発,
ヴィクトリア ･アルバー ト美術館,ブリティッ
シュライブラリー等に於いて学術交流及び研究資
料蒐集を行い,6月1日帰国｡
･梅原 郁教授 (東方部)は,7月6日成田発,ギ
メ-博物館,インド美術博物館,大英博物館等に
於いて中国唐 ･宋時代の法制 ･社会史に関する研
究資料蒐集を行い,8月10日帰国｡
･前川和也教授 (西洋部)は,委任経理金により,
7月18日伊丹発,大英博物館,イスタンブール考
古博物館に於いてシュメール粘土板文書に関する
研究及び研究資料蒐集を行い,8月28日帰国｡
･谷 泰教授 (西洋部)は,7月29日伊丹発,ミ
ラノ大学,アブルッツオ･チェルクェト村に於い
てイタリア中部山村での文化人類学に関する研究
資料蒐集を行い, 9月9日帰国｡
･田中 淡助教授 (東方部)は,8月9日伊丹発,
中国社会科学院,鷹県木塔,独楽寺等に於いて古
建築保存修復の実態調査及び研究資料蒐集を行い,
8月23日帰国｡
･水野直樹助教授 (日本部)は,8月10日伊丹発,
スタンフォード大学,ハーバード･エンチン研究
所に於いて朝鮮近代史,東アジア関係史に関する
研究及び研究資料蒐集を行い,1993年8月31日帰
国予定｡
･井狩禰介教授 (西洋部)は,委任経理金により,
8月17日伊丹発,マ ドラス政府図書館,ムンネ-
シュヴァラム ･ヒンドゥー寺院等に於いてヒン
ドゥー教写本及びヒンドゥー教祭式に関する調査
並びに研究資料蒐集を行い,9月6日帰国｡
報
･宇佐美 賛助教授 (西洋部)は,8月21日伊丹発,
フランス国立図書館に於いてフランス近代詩,特
にランボーに関する研究資料蒐集を行い,9月22
日帰国｡
･斎藤希史助手 (日本部)は,8月28日伊丹発,北
京大学に於いて中国文学理論史に関する研修及び
研究資料蒐集を行い,1993年8月31日帰国予定｡
･横手 裕助手 (東方部)は,文部省科学研究費補
助金により,9月8日成田発,北京白雲観,天后
官等に於いて中国における道教の現状に関する調
査及び研究資料蒐集を行い,11月6日帰国｡
･吉川忠夫教授 (東方部)は,9月17日伊丹発,挟
面師範大学,武漢大学に於いて第4回魂晋南北朝
史学会出席及び六朝惰唐精神史に関する研究資料
蒐集を行い,10月2日帰国｡
･高田時雄助教授 (東方部)は,委任経理金により,
9月17日伊丹発,大英図書館,フランス ･国立図
書館,カイロ大学等に於いて中央アジア発現多言
語写本に関する研究及び研究資料蒐集を行い,10
月16日帰国｡
･山室信一助教授 (日本部)は,9月23日伊丹発,
上海社会科学院に於いて日中国交20周年記念日中
青年研究者会議出席及び研究資料蒐集を行い,9
月28日帰国｡
･桑山正進教授 (東方部)は,10月 1日伊丹発,大
英博物館,イタリア中東極東協会等に於いてガン
ダーラ美術考古学会議出席並びにガンダーラ遺物
に関する調査及び研究資料蒐集を行い,10月22日
帰国｡
･谷 泰教授 (西洋部)は,12月23日成田発,ミ
ラノ大学,マンチェスター大学等に於いてイタリ
ア ･サンドリオ周辺での民族学的調査及び研究資
料蒐集並びに研究論文発表のための打ち合わせを
行い,1993年 1月10日帰国｡
･今西錦司名誉教授は6月15日逝去された (90才)｡
一-二川1-I
